
きょうのニュース

受
賞
銘
柄
と
蔵
元

受
賞
銘
柄
と
蔵
元

※※
掲
載
は
右
上
か
ら
下
へ
発
表
順

掲
載
は
右
上
か
ら
下
へ
発
表
順

天
皇
代
替
わ
り
と
改
元
に
向
け
た
流
れ

年

１
カ
月
前
と
想
定

月 日 天皇陛下が 歳の誕生日
年

１月７日 昭和天皇逝去、
天皇陛下即位から 年

２月 日 天皇陛下在位 年記念式典

４月 日 天皇陛下が退位

政府が新元号を事前公表

５月１日 皇太子さまが新天皇
として即位、改元

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

面

ト
リ
チ
ウ
ム
水
で
夏
に
公
聴
会

あ
す
か
ら
産
業
賞
連
携

祭
り

上
場
地
銀
の
６
割
超
が
利
益
減

強
制
不
妊

で
３
人
一
斉
提
訴

莱
おくやみ 面

スポーツ
速 報

テレビ・ラジオ
番組と解説 面

地方版８・９・ 面

文化 面

ひろば 面

放射線測定値 面

民報チャレンジ 面

双
葉
町
の
双

葉
高
は
原
発
事

故
の
避
難
区
域

に
あ
る
。
休
校

か
ら
一
年
余
り

が
た
つ
。
歴
史
に
興
味
を

持
つ
生
徒
が
残
し
た
資
料

は
地
域
の
歩
み
や
民
俗
、

人
々
の
思
い
を
映
し
出
す

▼
終
戦
か
ら
間
も
な
い
一

九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）

年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
社
会

科
研
究
ク
ラ
ブ
が
つ
く
ら

れ
、
考
古
学
の
活
動
が
始

ま
っ
た
。
後
に
史
学
部
に

名
を
改
め
る
。
遺
跡
の
発

掘
に
加
え
、
民
話
の
聞
き

取
り
、
相
馬
藩
の
城
下
町

や
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
被

害
の
調
査
も
手
掛
け
た
。

先
人
の
生
き
た
証
し
を
た

ど
り
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
大

切
さ
を
先
輩
か
ら
後
輩
へ

引
き
継
い
だ
▼
福
島
市
の

県
立
図
書
館
は
六
月
六
日

ま
で
、
県
文
化
財
セ
ン
タ

ー
白
河
館
の
移
動
展
と
し

て
史
学
部
の
足
跡
と
成
果

を
紹
介
し
て
い
る
。
部
員

が
関
わ
っ
た
清
戸

横
穴

墓
群
は
渦
巻
き
の
文
様
、

武
人
や
動
物
の
壁
画
で
知

ら
れ
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
。
部
員
の
努
力
は

地
域
史
を
深
め
、
文
化
財

を
守
る
営
み
に
今
も
生
き

る
▼
硬
式
野
球
部
は
甲
子

園
に
三
度

出
場
し
た

二

度
目
の
一
九
八
〇
年
夏
の

記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

展
示
物
も
並
ぶ
。
全
国
選

手
権
に
向
か
う
選
手
が
常

磐
線
の
双
葉
駅
で
乗
っ
た

列
車
の
行
先
標
で
あ
る
。

同
窓
生
は
休
校
後
も
校
訓

の
質
実
剛
健
、
終
始
一
貫

を
心
に
刻
み
、
校
歌
を
口

ず
さ
む
。
五
年
後
は
創
立

百
周
年
を
迎
え
る
。
母
校

復
活
の
願
い
は
続
く
。

莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨 莫
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莪
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５

面

き
ょ
う
の
テ
ー
マ

学
生
が
作
っ
た

ナ
イ
キ

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

蔵
元
ら
記
念
パ
ネ
ル
除
幕
県
庁
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県
受賞
数
入賞
数

東
北
６
県
の
金
賞
受
賞
数
と

銘
柄
以
上
の
金
賞
受
賞
県

福島 19 31

兵庫 19 28

新潟 14 30

宮城 13 18

秋田 13 18

山形 11 20

岩手 9 14

青森 5 6

長野 12 29
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

金水晶 金
水
晶
酒
造
店（
福
島
市
）☎0245672011

廣戸川 松
崎
酒
造
店

天
栄
村

☎0248 2022

雪小町 渡
辺
酒
造
本
店（
郡
山
市
）☎0249722401

三春駒
佐
藤
酒
造（
三
春
町
）

☎0247 2816

東豊国
豊
国
酒
造

古
殿
町

☎0247 2001

人気一 人
気
酒
造

二
本
松
市

☎0243 2091

酒
類
総
合
研
究
所
（
広
島
県
東
広
島
市
）
は
十
七

日
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
酒
造
年
度
（
二
〇

一
七
年
七
月
〜
二
〇
一
八
年
六
月
）
の
全
国
新
酒
鑑

評
会
の
審
査
結
果
を
発
表
し
た
。県
内
の
製
造
場（
蔵

元
）
が
出
品
し
た
十
九
銘
柄
が
金
賞
を
獲
得
し
、
都

道
府
県
別
の
金
賞
受
賞
数
で
六
年
連
続
八
度
目
の

「
日
本
一
」
に
輝
い
た
。
本
県
が
昨
年
達
成
し
、
広

島
県
と
並
ん
だ
こ
れ
ま
で
最
多
の
五
年
連
続
の
記
録

を
塗
り
替
え
、
全
国
初
の
六
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

２
面
に
関
連
論
説

〜

面
に
関
連
記
事

奥の松 東
日
本
酒
造
協
業
組
合

（
二
本
松
市
）☎0243 2153

会津中将 ゆり
鶴
乃
江
酒
造

会
津
若
松
市

☎0242 0139

名倉山

名
倉
山
酒
造

会
津
若
松
市

☎0242 0844

会津宮泉 宮
泉
銘
醸（
会
津
若
松
市
）☎0242 0031

弥右衛門

大
和
川
酒
造
店

喜
多
方
市

☎0241 2233

笹正宗 笹
正
宗
酒
造（
喜
多
方
市
）☎0241 2211

國権 国
権
酒
造

南
会
津
町

☎0241 0036

田島 会
津
酒
造

南
会
津
町

☎0241 0012

榮四郎
榮
川
酒
造
磐
梯
工
場

磐
梯
町

☎0242732300

萬代芳

白
井
酒
造
店

会
津
美
里
町

☎0242 3022

學十郎 豊
國
酒
造

会
津
坂
下
町

☎0242 2521

一生青春 曙
酒
造

会
津
坂
下
町

☎0242 2065

又兵衛 四

酒
造
店

い
わ
き
市

☎0246 3504

全
国
新
酒
鑑
評
会

今
年
度
19
銘
柄

林隆寿氏 渡部孝男氏

東
北
緑
化
環
境
保
全
社
長
に
林
氏

東北電力

常
勤
顧
問
に
渡
部
氏

◇
お
こ
と
わ
り

「
お

天
気
」
は
３
面
に
移
し
ま

し
た
。

全
国
新
酒
鑑
評
会
の
金

賞
受
賞
数
六
年
連
続
日
本

一
達
成
を
記
念
し
た
パ
ネ

ル
の
除
幕
式
は
十
七
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
た
。

金
賞
を
受
賞
し
た
十
九

蔵
元
の
う
ち
十
四
蔵
元
の

関
係
者
と
内
堀
雅
雄
知

事
、
新
城
猪
之
吉
県
酒
造

組
合
会
長
（
末
廣
酒
造
社

長
）
ら
が
記
念
パ
ネ
ル
を

除
幕
し
た
。

内
堀
知
事
は
「
六
年
連

続
日
本
一
と
い
う
『
ふ
く

し
ま
プ
ラ
イ
ド
』
を
胸
に

品
質
が
高
く
て
お
い
し
い

福
島
の
酒
を
国
内
外
に
販

売
し
て
ほ
し
い
。
知
事
と

し
て
も
全
面
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
」
と
語
っ
た
。
新
城
会

長
は
「
六
連
覇
で
本
県
の

蔵
元
が
磨
い
て
き
た
技
術

の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
で

き
た
。
今
後
も
応
援
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
記

念
パ
ネ
ル
は
二
十
三
日
に

県
庁
西
庁
舎
二
階
の
県
民

ホ
ー
ル
に
設
置
す
る
。

改
元
１
カ
月
前
公
表

新元号

政
府

シ
ス
テ
ム
移
行
で
想
定

記
事
20
面
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政
府
は
十
七
日
、
二
〇

一
九
年
五
月
一
日
の
新
天

皇
即
位
に
伴
う
新
元
号
の

公
表
時
期
に
つ
い
て
、
同

日
の
改
元
の
一
カ
月
前
と

想
定
し
て
準
備
を
始
め
る

方
針
を
決
め
た
。
十
七
日

に
開
か
れ
た
関
係
府
省
庁

連
絡
会
議
で
申
し
合
わ
せ

た
。
各
府
省
庁
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の
移
行
期
間
を
一

カ
月
と
し
て
改
修
を
完

了
。
国
内
の
混
乱
回
避
に

万
全
を
期
す
た
め
、
民
間

企
業
や
地
方
自
治
体
に
準

備
を
要
請
す
る
。
新
元
号

へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け

て
官
民
双
方
で
対
応
を
本

格
化
さ
せ
る
。

７
面
に
関
連
記
事

新
元
号
公
表
に
つ
い

て
、
政
府
が
一
定
の
時
期

を
公
に
す
る
の
は
初
め

て
。
公
表
は
「
シ
ス
テ
ム

改
修
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
作
業
上
の
便
宜
」

で
あ
り
、
具
体
的
な
時
期

は
未
定
と
説
明
し
て
い

る
が
、
一
カ
月
前
を
目
安

に
調
整
を
進
め
る
と
み
ら

れ
る
。

政
府
は
天
皇
陛
下
と
新

天
皇
と
の
二
重
権
威
状

態
が
長
く
続
く
こ
と
へ

の
懸
念
か
ら
、
天
皇
陛
下

在
位
三
十
年
記
念
式
典

が
開
か
れ
る
一
九
年
二

月
二
十
四
日
以
降
と
す
る

方
向
で
検
討
に
入
っ
て

い
る
。

６年連続日本一を祝う 前列左から 矢内定紀豊国酒造代表社員 松本善六名倉山酒造社長 渡辺

康広渡辺酒造本店社長 新城会長 内堀知事 斎藤美幸金水晶酒造店社長 木村和宏佐藤酒造製造

リーダー兼販売リーダー 鈴木孝市曙酒造製造責任者 後列左から 向井洋年鶴乃江酒造統括部

長 遊佐丈治奥の松酒造社長 四 久央四 酒造店代表社員 宮森優治榮川酒造取締役 長原裕美

豊國酒造営業 遊佐勇人人気酒造社長 佐藤雅一大和川酒造店専務 渡部景大会津酒造社長

六
月
二
十
七
日
に
開
催

さ
れ
る
東
北
電
力
の
株
主

総
会
で
退
任
す
る
元
副
社

長
の
渡
部
孝
男
取
締
役

六
五
‖
南
相
馬
市
出
身
‖

は
常
勤
顧
問
に
就
く
。
林

隆
寿
執
行
役
員
福
島
支
店

長
六
二
‖
南
相
馬
市
出
身

‖
は
東
北
緑
化
環
境
保
全

の
社
長
に
就
任
す
る
。
東

北
電
力
が
十
七
日
、
退
任

役
員
・
執
行
役
員
等
の
転

出
先
を
発
表
し
た
。

５
面
に
関
連
記
事

渡
部
氏
は
原
町
高
、
早

稲
田
大
大
学
院
理
工
学
研

究
科
電
気
工
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
。
一
九
七
七
（
昭

和
五
十
二
）
年
に
東
北
電

力
入
社
。
東
日
本
大
震
災

時
は
女
川
原
発
所
長
と
し

て
震
災
対
応
の
陣
頭
指
揮

を
執
っ
た
。

林
氏
は
原
町
高
、
東
北

大
法
学
部
卒
。
一
九
七
九

年
東
北
電
力
入
社
。
二
〇

一
五
年
六
月
に
福
島
支
店

長
に
就
任
後
、
電
気
の
安

定
供
給
と
地
域
づ
く
り
の

支
援
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
古
里
の
復
興
に
尽

力
し
て
き
た
。

県
内
蔵
元
の
金
賞
受
賞

銘
柄
は
前
回
の
二
十
二
銘

柄
よ
り
三
銘
柄
減
っ
た
。

国
権
酒
造
（
南
会
津
町
）

が
十
一
年
連
続
、
東
日
本

酒
造
協
業
組
合
（
二
本
松

市
）
と
名
倉
山
酒
造
（
会

津
若
松
市
）
が
十
年
連
続

と
記
録
を
伸
ば
し
た
。

東
北
六
県
の
金
賞
受
賞

数
と
十
銘
柄
以
上
受
賞
し

た
東
北
以
外
の
県
は
【
表
】

の
通
り
。
兵
庫
も
本
県
と

同
じ
十
九
銘
柄
が
金
賞
を

受
け
た
。
十
四
銘
柄
の
新

潟
、
十
三
銘
柄
の
宮
城
と

秋
田
が
続
い
た
。
本
県
の

入
賞
数
は
金
賞
十
九
銘
柄

を
含
む
三
十
一
銘
柄
で
、

入
賞
数
で
も
日
本
一
と
な

っ
た
。

鑑
評
会
は
酒
類
総
合
研

究
所
と
日
本
酒
造
組
合
中

央
会
の
共
催
。
全
国
規
模

で
開
か
れ
る
唯
一
の
新
酒

鑑
評
会
で
、
今
年
で
百
六

回
目
を
数
え
た
。
吟
醸
酒

を
対

に
一
蔵
元
一
銘
柄

に
限
定
し
、
全
国
か
ら
八

百
五
十
銘
柄
が
出
品
さ
れ

た
。
四
月
の
予
審
と
今
月

八
、
九
の
両
日
の
決
審
で

入
賞
四
百
二
十
一
銘
柄
を

決
め
た
。
こ
の
う
ち
特
に

優
れ
た
金
賞
二
百
三
十
二

銘
柄
を
選
ん
だ
。

本
県
関
係
の
金
賞
以
外

の
入
賞
銘
柄
と
蔵
元
は
次

の
通
り
。

千
駒
大
吟
醸
（
白
河
市
・
千

駒
酒
造
）
笹
の
川
（
郡
山
市
・

笹
の
川
酒
造
）さ
か
み
ず
き（
郡

山
市
・
た
に
川
酒
造
）
あ
ぶ
く

ま
（
田
村
市
・
玄
葉
本
店
）
藤

乃
井（
郡
山
市
・
佐
藤
酒
造
店
）

京
の
華
（
会
津
若
松
市
・
辰
泉

酒
造
）
嘉
永
蔵
大
吟
醸
（
会
津

若
松
市
・
末
廣
酒
造
嘉
永
蔵
）

大
和
屋
善
内
（
喜
多
方
市
・
峰

の
雪
酒
造
場
）会
津
吉
の
川（
喜

多
方
市
・
吉
の
川
酒
造
店
）
会

津
ほ
ま
れ
（
喜
多
方
市
・
ほ
ま

れ
酒
造
）
開
当
男
山
（
南
会
津

町
・
渡
部
謙
一
）
自
然
郷
（
矢

吹
町
・
大
木
代
吉
本
店
）
一
生

幸
福
（
浪
江
町
か
ら
山
形
県
長

井
市
・
鈴
木
酒
造
店
長
井
蔵
）

◇

◇

東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
で
、
浪
江
町
か
ら

山
形
県
長
井
市
に
拠
点
を

移
し
た
鈴
木
酒
造
店
長
井

蔵
の
「
一
生
幸
福
」
が
入

賞
し
た
。
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